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・ 26日発表の4-6月期の英国の実質ＧＤＰ成長率の速報値は、前期比＋0.3％と前期の同＋0.2％から僅か

に加速したものの、昨年後半の同＋0.5～0.7％の成長ペースから鈍化。国民投票後も底堅く推移して

きた英国景気の減速が顕著となってきた。需要項目別の内訳は８月24日の改定値を待たなければなら

ないが、各種月次統計の動向から判断して、設備投資や建設投資にブレーキが掛かった模様。 

・ 速報段階で入手可能な業種別の内訳は、サービス（1-3月期：同＋0.2％→4-6月期：同＋0.5％）と農

林水産業（＋0.1％→＋0.6％）で成長ペースが加速したものの、製造業（同＋0.1％→同▲0.5％）と

建設（同＋1.1％→同▲0.9％）が足を引っ張った。サービスのなかでは、前期に大きく落ち込んだ流

通・宿泊・外食業（同▲0.6％→同＋1.1％）と運輸・通信業（同▲0.8％→同＋1.0％）がリバウンド

した一方、金融・企業向けサービス業（同＋0.5％→同＋0.4％）と政府・その他サービス業（同＋

0.4％→同＋0.2％）が減速。消費関連の反発は前期の落ち込みと温暖な天候に支えられた模様。 

・ 4-6月期の成長率の速報値は５月の物価レポートの想定（同＋0.4％）を下振れ。サービス業の反発も

持続力に欠け、経済活動全般に力強さはみられない。６月にホールデン委員が年内の利上げ支持の可

能性を表明したが、現時点では利上げ主張に転換するには材料不足と判断。８月３日のＢＯＥの金融

政策委員会では、据え置き７対利上げ２で政策変更が見送られると予想する。 

■英国：実質GDP成長率（前期比年率、％） ■英国：業種別ＧＤＰ
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■英国ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質

ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需
個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入

投資

15/4-6月期 6.0 1.9 (▲ 0.3) 2.0 3.6 5.0 (▲ 10.9) (2.2) ▲ 2.8 ▲ 8.9

15/7-9月期 ▲ 0.3 1.1 (2.5) 4.0 2.3 3.2 (▲ 6.9) (▲ 1.4) ▲ 2.4 2.2

15/10-12月期 1.5 2.8 (▲ 1.6) 1.6 ▲ 0.7 ▲ 3.6 (1.0) (4.4) 25.8 8.6

16/1-3月期 4.3 0.6 (4.8) 3.0 1.5 0.1 (0.3) (▲ 4.2) ▲ 11.2 1.8

16/4-6月期 6.3 2.4 (1.3) 3.0 0.9 0.9 (▲ 3.5) (1.1) 5.2 1.2

16/7-9月期 2.5 2.0 (7.6) 2.9 ▲ 0.6 2.3 (3.0) (▲ 5.6) ▲ 8.3 9.7
16/10-12月期 6.0 2.7 (▲ 4.4) 2.8 ▲ 0.1 0.6 (▲ 7.8) (7.1) 19.8 ▲ 4.1

17/1-3月期 2.7 0.9 (4.0) 1.5 2.9 4.2 (▲ 4.6) (▲ 3.1) ▲ 2.9 7.0

17/4-6月期 － 1.2 － － － － － － － －

出所：英統計局  


